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1. 安全上のごミち意 


•ここに示した注意事項は、想害や損害を未然に防止ずるために重要な内容でずので、必ず守ってください。 


A 警告 
A ミ主意 


誤った取り扱いをずると、人が死 t またはを傷を長う 
可能せが想定される巧容を示します。 

誤った取り扱いをずると、人が傷害を費う可能巧及び 
* 物的損害のみの発をが想定される巧響を示します。 


* 巧の巧笛とは、庚屋 ■ 家脚及び家畜■ペットにかかわるな大巧 S を巧します， 


給表示の例 



® 記号は、「禁止 JC しないで 
ください）を示します。 
•記号は、 r 強制」（必ずして 
くださし、）を示しまず。 



A 警告 


① 

定裕15み15^上のコンセントを単独で使巧ず 

♦泄の裝具と併用ずると、巧なコンセント補分が巧 
巧おがして巧乂ずることがあります。 

@ 

本がを水につけたり、水をかけたりしない。 
♦感電 •ショートの 巧れがあります。 


修理巧術を W 外は、絶巧に分解したり、修 
理•紙造をおこなわない。 

参荒化したり、異语作致してけがをすることがあ 
ります. 

0 

子巧だけで使箱させたり、幼措の手の届く 
ところで使商しない。 

参感 g •やけど-けがをする思れがあります。 


A 注意 


① 

差込プラグをあくときは、電媽コードを持 
たずに必ず差込プラグ部分をもって引き抜 
<〇 

•感電やシヨートして発义することがあります。 

0 

«源コードを傷つけたり、破損させたり、 
加工したり、無理に巧げたり、引っ避った 
り、たばねたり、重いものをのせたり、は 
さみ込んだりしない。 

•巧源コードが锁爲し、おぶ•感巧の 原 国となります。 

① 

スチームパイプからの蒸気に離れたり、 
近づいたりしない。 

•けがややけどをする恐れがあります。 

Q 

交流 lOOVUi 外の電源は使巧しない。 

•感巧-か没の原因となります。 

运 

使用時 W 外は、差込プラグをコンセントか 
ら抜く。 

•けがややけど、跑综お化によるがま、漏を化次の 
原茵になります。 

Q 

す黄をな場所や熱に弱い敷物の上では巧巧 
しない。 

•义災の原因となります。 


ffi 用中や使裙直後はステンレスフイルター、 
タンクふた、スチームパイプに手を雜れ 
ない。 

雜高温でずのでやけどの原因となります。巧に乳が 
巧にはさわらせないでください。 

Q 

電源コードや差达プラグが海んでいたり、 
コンセントの差し込みがゆるいときは使巧 
しない。 

参愚ち•ショート-発义の原 a になりまず。 

Q 

差込プラグにピンやごみを巧着させない。 

•感電•ショート•を化の原齒になまず。 

J 


も' 願 し、 

♦ 使巧師も電源〕ードと患出プラグを点検してください。電源コード-塞込プラグが S んだげおでずヒ感電-义 1 S 1 の原因になります。 

• 水タンク陶こ熟あ牛札恶した〕ーヒーなどがが阳)ものIがけIな U でくださし、がでかタンク由を巧したり、つまったりして站幢巧原因じなりまず。 

善電源は適牲配巧された 100 V のコンセントからおヒリください。。テープルタップ诞長コード)などを诺ってのタコ运配結はおやめ < ださい。 

• タンクを空のまま長時間通軍しないでください。巧頒が)原因じなりまず。 

善觸中 I な巧を1!曲、さないでください。なも謂直後もステンレスフイ J け一•ホルダーが親くなっていますので敍してくださ U 
参水タンクにかを巧したまま田[巧しないで<ださし、水が巧おして班廣の原国になります。 

• 腳がドリップしないなど異常がちじた巧封。もお易い上げの巧売店に觸をご巧命ください。お宴さまご自身て個されたり手を加えたりすること I お^‘す。 

_ _/ 
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2. 各部のなまえ 




電源コード 


差込プラグ 


水受け皿（おり外し式) 


トレイ（取り外し式) 


水タンクふた 


這脫式水タンク 


-水重を 

巧一 hjU ブ 


ステンレス 
フイルター 


カフェポッド 
用フィルター 
1杯用 


曹計量スプ-ン 


1巧用强いち) 


2杯用輝い巧 


電源スイ ッチ- 
電源ランプ- 


ホルダーの取っ手 


保窓板 

—加翻ランプ 


着脱式泡立てノズル 


ホルダー 


抽出 □ 


エスプレッソ抽化， 
スチームつまみ 


ホルダーの掛け部 


フ□—卜 

《巧さ上がったら 
をけ皿が歲ホ 
ですのでかを 
巧てて下さい。 


付属品 


3.仕 様 


定格 

AC 100 V /1000 W 

コードの凑さ 

1.4 m 

水タンク容量 

水量1200 ml 

温度ヒューズ 

240で 

重量 

(が） 4.7 kg 

付属品 

計量スプーン1本、 

ステンレスフイルター2つ 

(1 巧用 ‘ 2 巧絕） 

ポッド巧応フイルター1巧 J 

大きさ 

(狗）幅21 .2 cm X 奥巧 22.5 cm X 高さ 29.5 cm 



































































4. ご使用方法 


エスプレッソ コーヒーの 作り方 


使い始める前に 

始める本搜をご使巧になる脖や、長時間が使わなかった場合は、本体巧部を洗浄するため、水タンクにがをいれ、コ 
ーヒーがを入れないで巧おする操作を2固な上巧ってください。 


美巧しいエスプレツ V コーヒーを入れるために 
コ_ヒ_豆(粉） 

新おの良いコーヒー豆(が)をお使いください。ご蒙庭でコーヒー夏を挽く時は、巧出ずるおだけ挽いて < ださい。あいたまま 
巧存すると、コーヒーの画睐はが々に損なわれます。 

^^コーヒー豆(お)の長時间の巧巧はお卸めしません。 1 週颇程度で担いきれる里を獲入してください。もし、長期巧な巧したい 
時は、を凍康にいれてを凍にいれてみま保存しまず。 

冷凍保巧したコーヒー意(粉)をお使いになる時、室温に戻してからお使いくだいさい。長期間保をずると 
きは、コーヒーをのまま巧為したほう力 f 鮮瘦が保します。 

《コーヒー宜(糊は密閉容おに入れて、を暗雨で保存してください。コーヒー豆は他のを溫菩の資いを吸収しやすいので、冷教 
應での孫！？はおやめください。 

使巧するコーヒー豆(粉） 

^隨晚の場合^おずフレンチ□—ストかイタリアン目ーストのなげりをご巧 巧 < ださい。 

%巧き 方一 r エスプレツ、 ノコー ヒーメーカー用や轴き J とご指定ください。挽きち が 細かす ぎる と フィルター の目詰まりの原因 
になり、フイ ルター ホルダーの獨りから コーヒーが こぼれおすおそれがありまず。 

X水はかずホたい水道水をお废いください。市极のミレラルウオーターや浄水機でホ週した水はご渡巧にならないで<ださい。 
コーヒーメーカー构部に石のか等がつまり、お苗の掃因になります。 


準備 

エスプレッ、ノ を抽出す る 前に エス プ レッ ン用 コーヒー カップ、 フイルター ホルダーを 切 下の 手 腰であらかじめ温め 
て雷くことをお勧めします。 


1. 電源プラグをコンセントに差し込みます。 

2. 水タンクに水をいれ、電源ボタンを押します。 

3. 空のフィルクーをフィル々ーホルダーにセットし、適量のコーヒーが、またはポッドをフィルターに入 
れ、本体湯 n に取り付けます。 

4. エスプレッ V 巧コーヒーカップをフィルターホルダーの巧出□の下に置きます。 

江 HEATER ランプ（オレンジ）が清えたら、つまみが「エスプレッソ」にして、氷タンクのやの水を 
おおしまず。 

6.エスプレツ V 话コーヒーカップが一杯になつたら、つまみが 「0 J にして巧出を止めます。 


\ _ / 


1- 水タンクに水を入れます。本かに七ジトします。 


•水タンクの蓋を開け、お巧みのまの水をいれてください。 
•水タンクは最大約1 .2 L の水が入りまず。 


A ;主意 


5^水タンクに水が外（お载牛乳など）はいれないでください。 
巧おやな巧の原茵となります。 

《水タンクを靖実にセットしないと、抽おるやスチームが宿!能 
しませので、ごを意ください。 

X 使用中/直を水タンクを巧りおすと、本な中の圧力により管に 
通まって水が逆流を起こしたり、急あにお気を出す思れがあ 
ります。本が減贸下がるまで、水タンクを取り出さないでく 
ださい。やけどをずる想れがあります。 

























4. ご使用方法 


2-電源プラグをコン七ントじ差しこみ、電源スイッチをおします。 


[•を温ランプと加熟ランプが点なします。 


A ;主意 


《必ず抽化つまみが ro 」 の位置にある 
ことを確誘してください。 




3,コーヒーカップを下に向けて、上蓋の保温板の J : にかぶせて、 
カップを温めるまがお巧ます。 


[•スイッチを入れてから20分後にカップは約30でになりまず。1 


A ま意 


55^カッブのサィス、巧質により、時閣盛 
度が異なることがありまず。 



4- フィルターホルダ叫こ1巧、2杯、またはポッドフィルターを七ットします。 
フイルター止めを倒してください。 


A ま意 

%ポツドはポッドフィルターからはをさないようにセツトしでください。水 巧れ の原醫になりまず。 

X 四角型のコーヒーポッドご梗用の際， 4 巧部分を内側に巧、巧った部巧を下にして、ポッド専巧フイ. 

ルターにセットしてください。 f 

X コーヒーポッドは直後 4,5 cm お巧をご瘦巧ください。 、、、 

* ag 4.6 cm 

□ 



5•付属の計量スプーンで適里のコーヒー粉、 
またはポッドをフィルターに入れまず。 


A ま意 


5^^フィルター巧のコーヒー 粉を、付属の コーヒースプーン 
の底を馆い、みし押して平にしまず。 

《この播埋は、エスプレツ V 華巧です。エスプレツ V 善巧 
の n—fW が产が巧/ナさい 

X 専巧レソ外の巧を使巧しますと、コーヒーのが力巧 r く抽出 
されてしまいます。 





























































4. ご使用方法 


/ \ 

6•フイルターホルダーを本が湯口に®[り付けまず。フイルターホルダーの巧つ手を 
を側にして湯□に水平に押し込みます。そのまま、巧つ手を右に園し、しっかり 
と固定します。 


A 注意 


《コーヒー抽出時は強力な圧力が加わりまず。必ずホルダーの取っ手はきつく 
斑めてください。コーヒーがうまく巧たされなり、致爆の原因になりまず。 





愚口部 ホルダ ー のおっ手 



7•おめ置いたコーヒーコップをが出口の下 

セツトレます。（右剛ま3 —ヒ ー 2 が分の巧含） 


ZL ま意 


X 抽お□からコーヒーカツブが外れて置かれて 
いますとコーヒーがコーヒーカッブに入らず 
こぼれるのでを意ください。 



8-加熱ランプ（オレンジ）が消えたら、 
澡巧ダイヤル r エスプレッソ J にします。 


參コーヒーの抽出力 ( 始まります。 

♦一人分のエスプレッ、ノ（約 30^0 ml ) の抽お時間は、約2み30秒です。 

参コーヒーカップ巧のコーヒーの匿を弊常に;ま意し、お好みの量になりま 
したら、つまみ 「0 J にしコーヒ""の抽出を止めまず。 


A を意 


X お化中はポンプの音がしますが、巧巧ではありません。 

^抽出後はできるだけ早めにおがみください。抽出されたエスプレッ V が普く 
谋く過ぎる時は、もうかし巧い挽き方のコーヒー粉を摩う、がの S を減らし 
てください。風巧がなく巧いときは、もうかし細かい娩き方のコーヒーがを 
使うか、がの星をふやしてください。 

X 通里開始を、本巧の温度が高くなります、ごま意ください。 

3^?ポッドの香類によって風辑に遵いが化ます。 


〇 



,0 






















































4. ご使用方法 

/ ^ 

9|電源スイッチを切 y まず。 

使用後差込プラグをコン七ントから抜きまず。 



10.3— ヒーかずを搶てまず。フィルターホルダーの巧つ手を左に園し、 
お口からフィルターホルダーを i 下逆にしてゴミ箱ので盾くたたき、 
抽出巧みのコーヒーがをすてます。 


スチームの 作り方 


ス チー ムノズ1/を使って、竿訊を治なてることができます。 


1_ (エス プ レジソコーヒ ーの作 y 方)の手順で、3— ヒーを 作 y ます。 


2进立ちがむ诚か無調整のミルク 
を用意し、小塑ミルクピッチャー 
の1/3程度までミルクを入れます。 

M スチームでミルクの泡を立たせる為、水クンクの中には、 
水を残しておいて下さい。 

水がみないと、スチームが爾く清力化ちにくくなります。 
5§^牛乳は"成分無調整"スは"種類削牛乳"の泰示のあるものを 
ご使用ください。（加工報は浩立ちません） 


3|ミルタピッチヤーを着脱ま泡立てノズルにセットします。 




% 




>ミルクピッチヤーとは別にコッニ 

巧化つまみを r ぶ」に合わせ、コップの中にスチームを化します。 
完をなスチームが態であることを確認したら、一度スチームを止め 
5ルク入りのミルクビッチヤーをセットします。 


^$?スチームの使い始めは适晩巧苗立てノズルのホ施からお湯だけがでる 
ことがありますが玻擾ではありません。 

X 爸が式泡なてノズルの先端は、必ずミルクの中になめてください。 
ミルクの表面に着脱式沼立てノズルがでていますとミルクが飛び 
散ることがありますのでご注意ください。 

^ご使用げおによっては I 連続使用した場合 I をを裝量が作動し、停止ず 
ることがありまず。その時は、一度電源を切り、舊<緩適した後、ご 
巧巧ください。 

































4. ご使用方法 


4•エスプレッソ•スチー么抽出つまみを r <^ j に 
合わせミ J レクを泡立てまず。 


•ミルクビッチヤーをゆっくりと回すと、洁立ちがよくなります。 

•泡立をはじめたら、スチームに扇を巧けながら、ゆっくり着賊な潜 
立:てノズルをミルクの赛面まで引き上げます。これによつてきめの 
がかい泡を立てることができまず。ただし着脱式泡立てノズルの巧 
端をミルクの表面から出さないようにしてください。 



•細かい泡が立つようによくちえた牛耻を用意してください。 


5-スチームを止めます。 

参ミルクが巧分谊立ったらエスプレッソ-スチーム抽おつまみを 「 o_r 

にをわせてスチームをとめてください。 


6•適 fi のミルクを注ぎ、ミルク憩をコーヒーにのせ 
カプチーノのでまあがりです。 



を立ってのコ、ン 


%牛乳はをたいうちでないとうまく泡立ちしません。 

X 牛乳が沸おしてしまうと大きく粗く活立ちになるので、巧たい牛耻でもう一度試して<ださい。 
X スチームを止めるタイミングは、容器の表面に独れてみて、 i ■熟い J と想じるぐらいの時でず。 
《な脂巧牛乳をおをいになると藤巧に笛なちまず。 

《进立って巧の容器は、新のおわりにくいステンレス製または陶器のものがお適でず。. 


ノ 


5. お手入れの仕方 


巧めに、必ず差込プラグをつンセントからおき、本体がをめてからお手入れして〈ださい。 

水洗いできる部分 

〔ステンレスフイルター、着脱式水タンク、スプーン、取り外し式トレイ、取り外し式水受け皿 ) 

《を器洗浄が、食器乾燥機等のご使用はおやめください。 

•水ですずぎ洗いしてください。 

•みがき粉やたわしなどを使巧しまずと、表爾にキプがついたり、割れやすくなりますのでおやめください。 
•ステンレスフイルターは、コーヒーの巧分が巧着し、めづまりすることがありまず。このときは、中性洗剤を使巧した 
水またはめるま湯で柔らかいスポンジを使巧して韓く洗い、洗剤が残らないようによくすすぎ洗いをしてください。 


水受け皿の外しち 


0) トレイを外します。 

③水受け皿を矢印の方向に 
引き出しまず。 











































5. お手入れの仕方 


水洗いできない部分 

Q 本体、スチームパイプ、漏日 I 

•スチームパイプ、湯□の巧れは、水をよくしぼった清潔 
な布でふき取ってください。 

參本巧の巧れは、巧讯を活した巧を固くしほってふき、洗 
剤が残らないように乾いた巧でふき取ってください。 
參本巧は巧巧に水をかけたり、水につけたりしないでくだ 
さい。感電や放障の原®になります。 


スチームパイプのお手入れの仕方 

参スチームバイプに巧适したミルクを敢り徐くために必ず 
始めにある程度スチームを化してください。 

参ぷにスチームパイプ先端部の巧を針などを淀ってお手入 
れしてください。 

•ミルクををなてた後スチームパイプの内鄙をそのままに 
しておきまずと、スチームパイプの巧端がつまりまずの 
でを巧のにクリーニングをしてください。 


%シンナー、ベンジン、ベンソール、みがき粉、たわしなどを使巧しますとを板愛質、表面にキズがついたりしますので 
おやめください。 

\ _ / 


6. 修理を依頼される前に 


垂通電しない時は、 

■先ず差込プラグがコンセントに差し込んであるか、ご確認ください。 

•連続使用時間が長い場合、一度電源を切ってしばらくしてからご使巧ください。 

参コーヒーがでない時は、 

-水タンクに水を入れをれていないか、ご確認ください。 

•水タンクがしっかり装着されているか、ご確認ください。 

•ホルダーがしっかり装着されているか、ご確認ください。 

■加熱ランプは进えていますか？点なしている間は械出できる遍廣まで達していません。 

•スチームがでない時は、 

■スチームパイプがつまってないか、ご確認ください。 

•エスプレッソ抽お1スチームつまみが J の位置じしているか，ご確認ください。 

-水タンクに水を入れをれていないか、ご確認ください。 

-加敦ランプは消えていますか？点なしている間はスチームが出る温度まで達していません。 

•ミルク泡がなちにくい時は、 

•はじめに出てくるお湯を別カッ了にをしてからご使巧ください。 

•カップを1ヶ巧に固をせずゆっくりと國しながらごお巧ください。 

•コーヒーの味が薄い 

• X スプレッソき用のコーヒー粉をご使用ください。（極細挽き） 


7. アフターサービスについて 

1. 保証書は必ず r お買い上げ年ち BJ と「販売店ち J 等所定事項の記入あび記載の容をご確認のラえ、お買い上げの販売 
店からお受け取りください。記載巧容をよくお読みになり大切にな昔してください。 

2. 保疆期闊は、お賈い上げ曰から1年間でず。な飄期間中に修理を依頼されるときは、お賈い上げの販売店まで保証をを 
添えて商品をご持参ください。保証書の巧容に従って修理いたします。 

3. 保11期間経過後の修理についても、お買い Jb げの販売店にご相談ください。修理によって、機能が推持できる塌含は、 
お客がのご要望により有料修理いたします。 

4. この製品の補修巧性能部□ちの保ち期間は製造巧切を5年です。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために 
必要な部品でず。 

5. 製品に罵常がある場合には、お客様ご自身で修理されたり、手を加えたりすることは危険です。絶紳こしないでください。 

6. ァフターサービスについてご不明な点は、お買い上げの踞売産、または当なご相談窓□にお問い合わせください。 

燦坤曰本電器株式会社于11 0-0016 東京都台表区台表1了目24番1号 

おを様専用ダイヤル 03-3837-1 235 

受付時間：月〜金曜日9時〜12時/13時〜16時（±、日曜、祝日はおかみ） 

http://www.tsannkuen.jp 












